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世界をひとり旅、取材していたが、晩秋と⾔うか、この領域の雰囲気は、特別だった。 

よほど、気に⼊ったのか、何度も、打ち合わせだけでなく、作品展は勿論、 

出会いの光景に魅せられて、その後も、訪ねていた。 

そして、こうした光景の画像記録が残り、極上の時間になった。 

まさに、いい思い出は、⼼の財産。今も頑張れる、活⼒源の⼀つになっている。 

 

 

 
 

 

 

 

 



〜〜山はみどり 野に花 人にはこころ〜〜 

 

 

 

 

 

 


